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心はずむ秋の連休は、ＷＥＬＣＯＭＥＴＯトアロード
１１月2 1 日（木）２３( 土）２４（日）開催

ハイカラ文化の発祥地「トアロード」を
中心として「９６トアロードフェスタ」が１１
月２１日（木> 、２３日（士・祝) 、２４日（日）
の三日間にわたり開催される。三宮神社で
の復興祈願オープニングセレモニーからス
タートし、トアロードのまちづくりについ
ての講演会・シンポジウム、トアロードを
代表するレストラン、カフェテリア、バー

ｅ前夜祭
『トアロードまちづくりシンポジウム』
日時：１１月2 . 1 日（木）午後4 時～8 時
場所：神戸外国倶楽部
会費：4 , 0 0 0 円（パーティ代を含む）
☆前売りチケット好評発売中/ 詳しくは事
務局までお問い合わせ下さい。
《プログラム》
ご挨拶関西学院大学教授・嶋田勝次
午後４時～特別講演「トアロードと世界」
京都精華大学教授・呉宏明
基調講演「トアロードの未来」C O M 計画研究所
代表､ 立鋪官洋舞蝦･ 高田昇
午後５時～シンポジウム／「トアロードの
復活をめざして」
【出席予定者】（敬称略）
ウィルエバー（神戸外国倶楽部会長）大角晴

｜康(阪神･淡路産業復興推進機構副理事長)新８７谷誘紀（彫刻家）高田昇（ＣＯＭ計画研究所代
Ｉ表．立命館大学教授）宮本豊子（兵庫県立生活

ではこの日のために選りすぐったミュージ
ック演奏一神戸を代表する画家による街角
スケッチ謡外国人倶楽部ホールでの国際色
豊かなライブ演奏やバザールなどな
ど。・・・秋の週末を楽しむための催しが
目白押しだ。平成8 年１月１７日に発足された
「トアロード地区まちづくり協議会』により、
一足早い一周年を記念して企画したこのイ

識
●トアロード復興祈願
『オープニングセレモニー』
日時：１１月2 3 日（祝．土）午前1 1 時～
場所：三宮神社
会費：無料
【出演】神戸青年合唱団（和太鼓演奏）
神戸少年少女合唱団コスモス（コーラス）

ベントは、まちぐるみの結束をして震災か
ら一日もはやく復興し、トアロードエリア
を新しい品格と魅力ある街にしようという
意気込みが感じられる。観光客はもちろん、
地元神戸っ子たちも、一歩一歩復興してい
くヌーベル・トアロードの街並みを、とく
とお楽しみあれ。

●トアロード音楽祭
日時：１１月2 3 日（祝・土）正午～午後5 時
場所：聖ミカエル国際学校3 F ホール
会費：無料
司会：小山乃里子・かどもとみのる
演奏内容：インド音楽､ アフリカンドラム、
フオルクローレ、カリプソ、長唄、アコー
ディオンなど神戸ならではの国際色豊かな
演奏が次々と繰り広げられます。ワール
ド・ミュージックに酔いしれて、かたとき
の世界音楽旅行気分を味わうのはいかが？

●トアロード。フェスタ協賛バザール
日時：１１月2 3 日（祝．土）

午前1 1 時～午後4 時
場所：聖ミカエル国際学校運動場
内容：聖ミカエル国際学校在学生父兄によ
るバザールを展開します。見て回るだけで
も異国情緒たっぷりのお店がいっぱい。

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



神j F i北野
音楽祭

１２／１４Ｓａｔ
開場５：０O P M ／開演６：０O P M
新神戸オリエンタル劇場
新幹線／地下鉄新神戸駅よりスグ
<出演〉
デイヴ・リーブマン(Sa x )＆フィル･マーコウィッツ(ｐｊ
タイガー大越(tp.)&佐伯準一(key.）グループ
キャシー・ガルシア(vO.)＆デイヴ・マッケイ(p､）
その他、地元グループ

時代が変わる

1 巳／１４s a t 国＆１５s u n ．
北野界隈のライブスポットにて地元グループによるライヴ
※チケットは各店にお問い合わせください

タイガー大越

小曽根亘

１２／１５Ｓｕｎ．
開場２：o 0 P M ／開演３：０O P M
神戸外国倶楽部
新幹線／地下鉄新神戸駅より1 5 分
〈出演〉

タイガー大越(tp.)＆ｲ､曽根真(p､）

北野倶楽部／シアターポシェット／ソネ／サテンドール／アルバトロス／サントノ
ーレ／ティファーナ／チャーリーズ／エルパンチョキタノ／セントジョージャパン／ｃ
ｍｈ（セ・エム・アッシュ）／北野異人坂／ホテルグランドビスタ／バンブー／キタノ
サーカス／展覧会の絵／カサブランカ／パラディキタノ／異人館倶楽部パートⅡパラデ
イアーム

チケット発売中
１２／14 , 1 2／1 5分

前売￥5ｺ 0 0 0／当日￥６，０００
新神戸オリエンタル劇場

- 0 7 8 - 2 9 1 - 9 9 9 9チケットセンター
チケットぴあ 0 6 - 3 6 3 - 9 9 9 9
チケットセゾン0 6 - 2 3 2 - 9 9 9 9
ローソンチＩｹ ヅト0 6 - 3 6 9 - 6 6 3 8

謡

関西プレイガイド協会、6 - 4 5 6 - 2 5 5 5

お問い合わせ：甲陽サウンズ
ＴＥＬ･ O ７８－８８２－－Ｉ５７４

8８

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



噸識鐸宇葺驚裁畿嵯熱誠漂蕊蕊痢'鋪"罰

ホテルゴーフルリッツ・ファッションサロン講座

ａ
〒6 5 O 神戸市中央区港島中町6 丁目１番
訳北神戸商工会議所とツインビル

にｱとﾙ.デｺのﾌｧｯｼｮﾝとその源泉~言iｌ一三４
~ ２０世紀のファッションを決めた『ジュルナル・デ・ダーム・エ。デ・モード』を中心に～

（ご婦人向けのファッションニュース）
羅警ｆ‘融也p ＃岬巽“… 。,７

ホテルコ当ﾌ ルリッツ

平成8 年1 1 月2 3 日( 土・祝）午後2 時半～4 時

ホテルゴーフルリッツ1 5 Ｆ( アンダルシアの間）

伊藤紀之( 共立女子大学教授）

◆とき

◆ところ

●講師

◆参加費2,500円〈ｺｰﾋｰ付>(税･ｻｰビｽ料込）
◇お申し込みはお電話又はファックスで
ホテルゴーフルリッツT E L , 0 7 8 - 3 0 3 - 5 5 5 5 F A X ､ 0 7 8 - 3 0 3 - 1 3 3 2

■講師プロフィール
伊藤紀之( いとうのりゆき）
1 9 4 0 年東京生まれ
千葉大学大学院工学研究科工業意匠学専攻・修士課程修了
共立女子大学教授
著書／「1 9 世紀ヨーロッパ・ファッション・プレート」共著講談社1 9 8 0 年

「被服デザインの体系」三共出版1 9 8 3 年
「ファッション．プレートへのいざない」フジアート出版1 9 9 1 年

６１９】
恋1078)３０
ポートライナ

霊
》

唾

IllllH=帯llHmi

ミナサンコーフル

恋1078)303-5555〒65O神戸市中央区港島中町6丁目１番
ポートライナー市民広場駅北神戸商工会議所とツインビル

ＨＯＴＥＬＧＡＵＦＲＥＳＲＩＴＺ
毎 趣ホテルコ当ﾌ ルリッツ

臣『J Z n ■

産舗
間埜匙瞬

●

中
●
鋳
、
峰
阿
陸
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司
減

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

西
宮
ア
ミ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル

制
／
帥
（
日
）

神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

旭
／
幅
（
日
）

姫
路
市
民
会
館

前
売
１
０
０
０
円
当
日
８
０
０
円

洲
／
釦
（
土
）
５
》
釦
〜

神
戸
市
防
災
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

高
速
長
田
西
改
札
す
ぐ
長
田
消
防
署
４
Ｆ

｜
般
１
０
０
０
円
高
校
生
８
０
０
円

ね
／
６
（
金
）
伯
叫
叩

担
／
７
（
土
）
幅
叩
叩
／
伯
叱
叩

ね
／
８
（
日
）
幅
卑
叩

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
シ
ア
タ
ー

高
速
新
開
地
東
改
札
８
階
段
徒
歩
５
分

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
１
２
．
５
５
０
０

前
売
２
３
０
０
円
当
日
２
５
０
０
円

努
は
手
術
室
で
、
金
色
の
ク
ジ

ラ
に
乗
っ
た
弟
の
夢
を
見
た
ｌ
・

白
血
病
の
小
さ
な
弟
の
い
の
ち
を

救
う
た
め
に
家
族
が
力
を
合
わ
せ

る
姿
を
、
実
話
に
基
づ
い
て
映
画

化
。
入
場
料
の
一
部
は
骨
髄
バ
ン

ク
運
動
に
活
用
さ
れ
る
。
問
い
合

わ
せ
は
、
兵
庫
県
映
画
セ
ン
タ
ー

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
６

１
０
０
）
ま
で
。

☆
龍
の
会
第
１
回
公
演

「
逃
亡
」

極
限
状
態
に
お
か
れ
た
人
間
は

い
か
に
会
話
し
、
行
動
す
る
か
。

天
安
門
事
件
を
機
に
パ
リ
へ
移
住

し
た
劇
作
家
・
高
行
健
の
作
品
を

「
純
の
会
」
が
翻
訳
上
演
す
る
。

演
出
は
、
関
西
淡
劇
界
の
ホ
ー
プ

「
桃
図
会
」
の
深
津
篤
史
。
チ
ケ
ッ

ト
等
の
問
い
合
わ
せ
は
、
桃
園
会

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
６
．
２
３
３
．
８
０

０
３
）
ま
で
。

☆
劇
団
ど
ろ
第
両
回
公
演

「
賢
治
の
森
」 腿

：
も
：Ｉ

〆、
◎
詞
師
渥
ヨ
へ
◎
ユ
ロ
肺
月
岡
識
◎
色
毒

演出・深津篤史

嗣
糖一

も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

恒
／
７
（
土
）
舛
師
叩
／
把
的
ｍ

ね
／
８
（
日
）
慨
“
叩

神
戸
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

Ｋ
Ａ
Ｖ
Ｃ
ホ
ー
ル

高
速
新
開
地
東
改
札
８
階
段
徒
歩
５
分

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
１
２
．
５
５
０
０

前
｛
元
２
０
０
０
円
当
日
２
３
０
０
円

銀
河
の
こ
こ
ろ
を
こ
こ
ろ
と
し
、

自
然
と
対
話
で
き
る
か
ら
だ
を
持

っ
て
い
た
賢
治
。
そ
の
す
き
と
お

っ
た
詩
や
童
話
が
語
り
か
け
て
く

る
も
の
は
？
脚
色
・
構
成
・
演

出
、
合
田
幸
平
。
問
い
合
わ
せ
は
、

劇
団
ど
ろ
（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
５
７

６
．
６
４
８
８
）
、
ま
で
。

恒
／
２
（
月
）
〜
６
（
金
）

カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

第
２
神
明
大
久
保
Ｉ
Ｃ
カ
ナ
ー
ト
２
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
９
６
７
．
５
１
０
１

４
本
立
１
０
０
０
円
（
入
替
な
し
）

臣
一

蟹
：

｢白鳥の湖」

１
９０

１

Ⅷ
／
打
（
土
）

☆
「
金
色
の
２
ン
ラ
」 灘ロ

弄
苧

一
画

一
一
一

一
＝玉唾匿学一

返
し
に
い
く
ｌ
・
イ
ラ
ン
の
ア
ッ

バ
ス
・
キ
ア
ロ
ス
タ
ミ
監
督
の
ま

な
ざ
し
が
優
し
い
。
ア
ジ
ア
と
触

れ
合
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
上
映

会
で
、
主
催
は
神
戸
ア
ジ
ア
タ
ウ

ン
推
進
協
議
会
。
次
回
上
映
は
、

１
月
詣
日
の
「
風
の
丘
を
越
え
て

〜
西
便
制
」
（
稗
国
）
。
問
い
合
わ

せ
は
、
ア
ジ
ア
映
画
を
見
る
会

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
６
９
１
．
３

７
４
６
南
加
工
内
）
ま
で
。
関
連

イ
ベ
ン
ト
「
ま
る
ご
と
ア
ジ
ア
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
ｎ
月
詔
日

ま
で
長
田
区
総
合
庁
舎
７
Ｆ
で
。

I凸I 司口

☆
ア
ジ
ア
映
画
を
観
る
会

第
２
回
上
映
会

「
友
だ
ち
の
う
ち
は
ど
こ
？
」

友
達
の
宿
題
ノ
ー
ト
を
間
違
っ

て
持
っ
て
帰
っ
て
し
ま
っ
た
小
学

生
が
、
遠
い
隣
村
に
住
む
友
達
に

謹豊 る

垣 も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

詞霞
☆
第
諏
回
カ
ナ
ー
ト
名
画
祭

ロ
シ
ア
映
画
祭
③

バ
レ
エ
特
集

目
霞警享

，…嬢

丙
、
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前
売
１
３
０
０
円
当
日
１
５
０
０
円

一
も
だ
か
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
参
照

３
組

正
統
派
の
傑
作
「
白
鳥
の
湖
」

か
ら
米
ソ
初
合
作
「
青
い
鳥
」
ま

で
、
バ
レ
エ
映
画
６
本
を
上
映
。

他
に
「
ア
ン
ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」

「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ
ッ
ト
」
「
イ

ワ
ン
雷
帝
」
「
ス
パ
ル
タ
ク
ス
」
。

１
日
４
本
の
上
映
作
品
は
日
替
わ

り
な
の
で
、
劇
場
に
問
い
合
わ
せ

る
こ
と
。
全
作
見
れ
ば
あ
な
た
は

も
う
プ
リ
マ
。
ど
ん
な
？

ね
／
釦
（
金
）
・
餌
（
土
）

神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

大
丸
東
へ
印
、
神
戸
朝
日
ビ
ル
４
Ｆ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
６
３
６
２

☆
市
民
映
画
劇
場
担
月
例
会

「
フ
ラ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ー
ラ
イ

ト
〜
世
界
で
一
番
素
敵
な
恋
」

☆
神
戸
文
化
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
五
／
釦
）

姫
路
市
民
会
館
（
担
／
巧
）
共
通
（
「
金
色

☆
神
戸
阪
急
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
亜
／
、
〜
鯛

ク
・
ジ
ャ
ッ
ク
」

ら
い
よ
」
３
本
立
▽
皿
／
皿
〜
「
ブ
ラ
シ

「
黒
津
明
展
」
有
効
）
加
組
加
名

☆
カ
ナ
ー
ト
・
ホ
ー
ル

（
哩
月
有
効
）
５
組
加
名

☆
西
灘
劇
場

ン
・
エ
ア
」
▽
、
／
釦
〜
皿
／
週
「
男
は
つ

タカコアートスクール展
凝''月20:（水）~25日(月)6階神戸阪急ﾐｭｰ海ム
開館時間: 1 1 時～7時3 0 分( 最終Hは6州主催：タカコアートスクール

日本トータルフラワー協会

澱W鯛;聯い’補戸羅湘月の霜休羅,‘
前期：11月20日(水)~22日(金）５日(火).12日(火）神戸ﾊｰパーﾗﾝＦ
後期：'１月23日(±，祝)~25日(月）営糞鯖間連日,,時~7時30分，神戸、１
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（
⑫
月
末
ま
で
有
効
）
５
組
、
名

▽
ｕ
／
妬
〜
羽
「
魅
せ
ら
れ
て
」
「
ジ
エ
イ

●
シ
ネ
マ
の
券
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
「
午
後
の
遺
言
状
」

に
は
泣
け
て
き
ま
し
た
。
演
劇

「
シ
ャ
ト
ー
・
ラ
ン
ズ
」
に
も
感

動
。
「
宮
浮
賢
治
〜
そ
の
愛
」
は
、

あ
ま
り
の
純
粋
さ
、
そ
の
神
経

の
細
や
か
さ
に
、
生
き
て
い
く

の
は
大
変
だ
っ
た
ろ
う
と
思
い

ま
し
た
。（

西
区
・
下
川
典
子
さ
ん
）

“
星
空
の
”
少
年
、
フ
ラ
ン
キ

ー
を
め
ぐ
る
男
女
の
不
思
議
な
ラ

ブ
ス
ト
ー
リ
ー
。
出
演
は
、
ア
ン

ヌ
・
パ
リ
ロ
ー
、
マ
ッ
ト
・
デ
ィ

ロ
ン
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ー
ン
ほ

か
。
神
戸
映
画
サ
ー
ク
ル
協
議
会

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
７
８
．
３
３
１
．
８

５
３
８
）
に
入
会
す
る
と
、
毎
月

の
上
映
が
会
員
料
金
に
。

１
９１

１

も
だ
か
る
倶
楽
部

神戸

阪急

○
お
便
り
を
月
刊
神
戸
っ
子
も

だ
か
る
係
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
採
用
者
に
は
、
映
画
な
ど

の
チ
ケ
ッ
ト
を
差
し
上
げ
ま
す
。

頭

もだかるチケットプレゼント

ぞ
う
」
有
効
）
５
組
加
名

，
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
セ
ン
タ
ー

６
〜
８
「
逃
亡
」
有
効
）
３
組
６
名

一
区
民
セ
ン
タ
ー
・
う
は
ら
ホ
ー
ル

型
・
理
劇
団
青
い
森
「
よ
わ
む
し
お

〕
た
ん
じ
よ
う
び
・
一
有
効
）
親
子
ペ
ア

▽
、
／
妬
〜
釦
「
愛
染
か
つ
ら
」
「
マ
ダ
ム

と
女
房
」
「
風
の
中
の
牝
烏
」
「
西
鶴
一
代
女
」

「
雨
月
物
語
」
「
山
撒
太
夫
」
「
彼
岸
花
」
「
サ

ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
〜
望
郷
」
「
三
婆
」
「
楢

山
節
考
」
の
う
ち
１
日
４
本
上
映
（
入
替
な

し
）
▽
皿
／
２
〜
６
「
白
鳥
の
湖
」
「
ア
ン

ナ
・
カ
レ
ー
ニ
ナ
」
「
ロ
メ
オ
と
ジ
ュ
リ
エ

ッ
ト
」
「
イ
ワ
ン
雷
帝
」
「
ス
パ
ル
タ
ク
ス
」

「
青
い
鳥
」
の
う
ち
１
日
４
本
上
映
（
入
替

な
し
）
▽
飽
／
７
〜
１
／
５
「
ノ
ー
ト
ル
ダ

ム
の
鐘
」
（
午
後
）
▽
哩
／
皿
〜
１
／
Ⅳ

「
モ
ス
ラ
」
命
山
前
）

★
ペ
レ
Ｉ
ネ
シ
ネ
マ

（
旭
月
有
効
）
５
組
加
名

▽
〜
、
／
調
一
八
つ
墓
村
」
▽
、
／
釦
〜

旭
／
別
「
イ
レ
イ
ザ
ー
」
▽
⑫
／
瓢
〜
「
金

田
一
少
年
の
事
件
簿
」

★
神
戸
朝
日
ホ
ー
ル

（
⑫
／
釦
・
皿
「
フ
ラ
ン
キ
ー
・
ス
タ
ー
ラ

イ
ト
」
有
効
）
３
組
６
名

★
シ
ネ
モ
ザ
イ
ク
ー
〜
４

（
過
月
末
ま
で
有
効
）
２
名

１
▽
〜
ｕ
／
釦
「
ザ
・
フ
ァ
ン
」
▽
廻
／
虹

〜
コ
プ
イ
ラ
イ
ト
・
一

２
▽
〜
⑫
／
６
「
戦
火
の
勇
気
」
▽
旭
／
７

〜
「
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
・
デ
イ
」

３
▽
〜
理
／
喝
「
八
つ
墓
村
」
▽
担
／
皿
〜

「
モ
ス
ラ
」

４
▽
膏
重
の
行
古
色
▽
次
回
予
定
「
ク
ー
ス
」

⑨
希
望
す
る
館
名
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
職
業
・

電
謡
番
号
・
趣
味
・
他
に
よ
く
読
む
雑
跨
を
明
記
し

て
左
記
ま
で
。
小
誌
や
『
も
だ
か
る
』
の
感
想
、
よ

か
っ
た
映
画
・
演
劇
・
展
寛
会
、
鎧
近
一
稀
笑
っ
た

出
来
邸
な
ど
も
書
き
添
え
て
く
だ
さ
い
。

〒
６
５
０
神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
３
．
１
．
拍
ツ

イ
ン
ズ
ト
ア
ピ
ル
４
Ｆ
「
月
刊
神
戸
っ
子
」
荊
月
号

も
だ
か
る
係
・
矢
ジ
マ
ジ
ユ
ン
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新
し
い
「
食
」
の
時
代
を
提
案

◇
座
談
会
出
席
者
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

司
会 柚

木
学

端
信
行

神
戸
の
輝
け
る
歴
史
を
生
か
し
た

中
村
友
一
《
御
影
貿
易
商
事
代
表
取
締
役
社
是

塩
原
一
正
〈
日
本
ソ
ム
リ
ェ
ス
ク
‐
ル
校
屋

田
辺
員
人
《
園
田
学
園
女
子
大
学
短
大
部
助
教
授
》

■
神
戸
食
文
化
研
究
事
業

座
談
会
第
２
回
（
１
９
９
６
年
６
月
配
日
〈
金
〉
実
施
）

小
泉
康
夫
采
誌
代
表
取
締
役
社
是

〈
関
西
学
院
大
学
学
長
〉

〈
国
立
民
族
学
博
物
館
教
授
〉

去
る
６
月
詔
日
に
神
戸
ハ
ー
バ
ー
ラ
ン
ド
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ

ニ
に
て
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
と
し
て
の
食
に
関
す
る
座
談
会
』

の
第
２
回
目
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
神
戸
は
、
明
治
元
年
に

開
港
以
来
卸
年
余
り
の
歴
史
が
あ
り
ま
す
が
、
都
市
と
し
て

の
機
能
が
形
成
さ
れ
、
現
在
の
神
戸
の
原
点
と
な
る
も
の
が

出
来
た
の
は
ま
さ
に
こ
の
時
代
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

近
代
的
文
化
の
あ
る
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
新
生
・
神
戸

の
こ
れ
か
ら
の
食
文
化
を
提
案
し
て
い
く
た
め
に
、
ま
ず

、
『
神
戸
の
成
り
立
ち
、
歴
史
を
ふ
ま
え
た
神
戸
の
食
に
対

す
る
イ
メ
ー
ジ
』
を
お
聞
か
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
財
団
法
人
神
戸
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
の
な
か
で
は
、

神
戸
の
復
興
に
あ
た
っ
て
多
彩
な
案
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
と
し
て
、
工
房
を
街
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
作
る
工

房
都
市
文
化
を
取
り
入
れ
て
は
ど
う
か
と
い
う
、
神
戸
ら
し

い
発
想
の
プ
ラ
ン
が
で
て
い
ま
す
。
こ
の
案
を
ぜ
ひ
良
い
形

で
実
現
さ
せ
る
た
め
に
回
「
《
神
戸
を
工
房
文
化
都
市
に
》

と
い
う
提
案
に
対
す
る
具
体
的
な
ご
意
見
や
ア
ド
バ
イ
ス
』

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
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９２
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し
た
が
、
我
々
は
い
つ
も
与
え
ら
れ
る
ば
か
り
で
し
た
。
与
え
ら

れ
て
き
た
も
の
か
ら
自
分
で
何
か
を
選
ん
で
消
化
し
て
い
く
た
め

に
は
、
『
豊
か
さ
』
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
戦
後
の

『
与
え
ら
れ
る
生
活
』
か
ら
解
放
さ
れ
、
高
度
成
長
期
に
入
り
、

我
々
が
選
択
で
き
る
生
活
に
か
わ
っ
て
き
た
今
こ
そ
、
真
の
グ
ル

メ
や
食
文
化
が
始
ま
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
文
化
と
は
与
え
ら
れ

る
も
の
で
は
な
く
、
自
分
た
ち
で
作
り
上
げ
て
い
く
も
の
で
す
か

ら
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
を
支
え
る
人
も
大
切
で
す
。
そ
う
い
う
意

識
を
持
つ
こ
と
が
、
神
戸
が
立
ち
上
が
る
た
め
に
重
要
な
要
素
に

な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
戦
災
か
ら
立
ち
上
が
り
、

震
災
か
ら
立
ち
上
が
り
、
次
の
新
し
い
文
化
が
育
っ
て
い
く
。
そ

の
な
か
に
グ
ル
メ
の
課
題
も
含
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

神
戸
に
限
ら
ず
最
近
、
『
食
」
が
だ
ん
だ
ん
「
餌
』
的
要
素
を

帯
び
て
き
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
パ
ッ
ク
売
り
が
当
た
り

前
に
な
り
、
料
理
の
手
間
が
省
け
る
よ
う
に
、
例
え
ば
魚
は
す
で

に
お
ろ
し
た
形
で
販
売
さ
れ
て
い
る
し
、
調
理
済
の
お
か
ず
を
家

で
温
め
た
ら
よ
い
な
ど
、
ど
ん
ど
ん
便
利
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

口
に
す
る
だ
け
で
食
事
が
終
わ
る
よ
う
な
時
代
の
流
れ
を
踏
ま
え

て
、
真
の
グ
ル
メ
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
考
え
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
昔
の
ハ
レ
と
ヶ
と
い
う
言
葉
の
意
味
か
ら
す
る
と
料
理

は
ハ
レ
、
つ
ま
り
祭
の
日
の
食
べ
物
で
し
た
。
貧
し
い
け
れ
ど
も

そ
の
日
ば
か
り
は
お
酒
も
飲
め
る
の
だ
と
い
う
ハ
レ
と
ケ
の
生
活

が
あ
り
ま
し
た
。
日
常
は
た
と
え
餌
的
な
食
事
で
あ
っ
て
も
、
ハ

レ
の
と
き
に
は
グ
ル
メ
も
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。回

グ
ル
メ
文
化
と
い
う
の
は
、
一
方
で
簡
素
化
さ
れ
て
、
歩
き
な

が
ら
食
べ
た
り
、
地
面
に
座
っ
て
食
べ
た
り
す
る
こ
と
が
一
般
的

に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
工
房
の
案
に
お
き
ま
し
て
も
、
た
だ

単
に
食
べ
ら
れ
た
ら
い
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
食
べ
方
に
も
料

理
や
作
法
と
い
う
文
化
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
こ
の
文
化

性
を
も
っ
と
出
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

、
神
戸
の
グ
ル
メ
は
、
お
金
持
ち
を
対
象
に
し
た
瞥
沢
品
に
重
点

を
お
く
と
き
も
あ
れ
ば
、
庶
民
向
け
の
日
用
品
を
中
心
に
す
る
な

ど
、
色
々
な
種
類
の
商
品
が
混
在
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
と

い
う
の
は
明
治
時
代
の
開
港
後
、
神
戸
に
は
洋
菓
子
や
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
、
西
洋
的
な
も
の
が
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
き
ま
し
た
が
、
な
か

な
か
庶
民
の
生
活
ま
で
は
浸
透
し
き
れ
ま
せ
ん
で
し
た
し
、
ま
し

て
や
ワ
イ
ン
や
ウ
イ
ス
キ
ー
は
戦
後
の
産
物
で
あ
り
、
一
般
の
人

が
飲
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
ず
っ
と
後
の
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

食
文
化
を
歴
史
的
に
検
証
し
、
将
来
の
計
画
を
考
え
る
う
え
で

は
、
『
食
』
を
支
え
て
き
て
い
る
人
が
ど
う
い
う
層
だ
っ
た
の
か
、

ま
た
ど
ん
な
層
を
中
心
に
今
後
の
計
画
を
た
て
る
の
か
を
明
確
に

す
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
対
庶
民
か
、
一
握
り
の
高
級

志
向
の
人
か
、
あ
る
い
は
大
多
数
の
グ
ル
メ
グ
ル
ー
プ
の
人
か
、

神
戸
に
住
む
人
か
、
観
光
客
か
、
食
文
化
を
支
え
る
中
心
層
を
見

極
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

戦
後
、
米
食
一
辺
倒
の
生
活
か
ら
、
パ
ン
も
口
に
す
る
生
活
に

か
わ
り
、
野
菜
や
魚
を
加
工
し
た
洋
惣
菜
も
生
活
に
入
っ
て
き
ま

し
た
。
昭
和
釦
年
代
以
降
、
電
化
製
品
や
自
動
車
も
で
き
て
き
ま

食
を
支
え
る
層
を

見
極
め
た
発
想
が
重
要

耀璽

柚木学さん
（関西学院大学学長）
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９３
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端信行さん
( 国立民族学博物館教授）

、
文
化
産
業
と
い
う
の
は
、
人
々
が
そ
の
文
化
を
支
持
す
る
と
い

う
価
値
観
を
前
提
に
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
コ
ン
サ
ー
ト

の
場
合
は
、
興
味
の
あ
る
人
々
の
間
で
し
か
経
済
は
発
生
せ
ず
、

興
味
が
な
い
人
た
ち
は
経
済
的
に
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
集
団
で

す
。
こ
れ
ま
で
の
日
本
を
含
め
た
世
界
の
産
業
経
済
は
万
人
に
役

に
立
つ
と
い
う
経
済
原
理
で
し
た
が
、
生
活
が
充
実
し
て
き
て
真

の
意
味
で
の
豊
か
さ
が
課
題
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
れ
か
ら
の
時

代
は
、
人
々
の
価
値
感
が
も
の
を
い
う
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
自
分
が
関
心
の
あ
る
も
の
に
価
値
を
見
い
出
す
、
つ
ま

り
値
段
の
問
題
も
大
き
く
関
わ
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
い
く
ら
お

金
が
か
か
っ
て
も
ぜ
ひ
食
べ
た
い
も
の
も
あ
る
が
、
一
方
で
は
お

昼
ご
飯
な
ら
こ
の
値
段
し
か
出
し
た
く
な
い
と
か
、
友
達
と
い
っ

し
ょ
の
と
き
は
こ
の
お
店
に
限
る
と
か
、
ワ
イ
ン
－
本
の
値
段
は

千
円
な
の
か
十
万
円
な
の
か
…
。
そ
の
よ
う
な
価
値
観
を
前
提
と

す
る
色
々
な
消
費
経
済
が
産
業
と
い
う
単
位
で
動
い
て
い
く
の
で

す
。
ま
た
批
評
す
る
お
客
が
ど
の
層
に
い
る
の
か
も
、
こ
の
視
点

で
見
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

サ
ー
ビ
ス
・
ク
オ
リ
テ
ィ
を
高
め
る

経
済
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を

ｌ
餌
ｌ

こ
の
戦
略
と
し
て
は
三
つ
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
一
つ
に
は
文
化
産

業
と
い
う
の
は
、
背
景
と
な
る
都
市
が
文
化
的
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
持
っ
て
い
な
い
と
値
打
ち
が
出
て
こ
な
い
の
で
、
神
戸
文
化

そ
の
も
の
よ
り
も
、
神
戸
と
い
う
都
市
が
ま
ず
文
化
的
方
向
性
を

強
め
て
い
く
と
と
も
に
情
報
社
会
の
信
頼
性
を
持
た
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
他
で
も
な
い
ア
ノ
神
戸
で
作
ら
れ
て
い
る
、
あ
る
い

は
売
ら
れ
て
い
る
神
戸
の
何
々
だ
か
ら
安
心
な
の
だ
と
い
う
よ
う

に
。
二
番
目
は
技
術
で
す
。
ど
う
い
う
形
で
技
術
が
洗
練
さ
れ
て

い
く
か
。
最
後
は
経
営
。
Ⅱ
本
の
サ
ー
ビ
ス
産
業
は
、
欧
米
な
ど

の
水
準
に
比
べ
る
と
産
業
と
し
て
の
基
盤
が
弱
い
と
い
う
か
、
日

本
の
観
光
業
や
食
産
業
は
、
製
造
業
に
比
べ
て
近
代
化
が
進
ん
で

い
ま
せ
ん
。
食
文
化
と
い
う
の
は
一
種
の
第
三
次
産
業
的
色
彩
を

強
め
て
い
く
わ
け
で
す
か
ら
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
強
化
を
ど
れ
だ
け

演
出
で
き
る
か
が
課
題
だ
と
思
い
ま
す
。
き
ち
ん
と
し
た
シ
ス
テ

ム
で
社
会
的
に
サ
ー
ビ
ス
業
の
質
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
ラ
ン
ク
付
け

し
て
い
く
。
む
し
ろ
震
災
と
い
う
問
題
を
考
え
れ
ば
、
経
済
社
会

の
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
経
営
の
組
み
方
が
こ
れ
か
ら
の
大

き
な
ヒ
ン
ト
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

回
今
回
の
神
戸
の
復
興
に
関
す
る
工
房
都
市
案
と
い
う
の
は
、
一

歩
進
ん
で
文
化
的
発
信
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
意
図
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
何
が
な
ん
で
も
さ
ら
け
だ
し
た
ら
良
い
と
い
う
こ
と
で

も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
一
方
で
は
隠
す
文
化
と
い
う
こ
と
も
必
要
で

す
。
見
せ
方
、
つ
ま
り
ど
の
部
分
を
ど
う
見
せ
る
か
。
こ
れ
は
演

出
方
法
に
よ
る
と
思
い
ま
す
。
神
戸
の
復
興
に
あ
わ
せ
た
文
化
発

信
の
拠
点
と
し
て
の
食
文
化
ア
ト
リ
エ
と
い
っ
た
考
え
方
に
し
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
た
だ
こ
れ
に
も
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
が
必

要
で
す
ね
。
演
出
の
面
で
ど
こ
を
ど
の
よ
う
に
見
せ
れ
ば
一
番
い

い
の
か
、
ど
こ
を
隠
す
べ
き
か
を
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
し
ょ
う
。
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１
９５

１

、
神
戸
で
は
、
街
の
食
も
歴
史
上
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
兵
庫

は
、
摂
津
名
所
図
会
な
ど
に
生
け
簾
に
魚
を
飼
っ
て
い
る
絵
が
で

て
き
ま
す
し
、
有
馬
地
方
は
、
山
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
六
甲
山
を

越
え
る
と
と
や
道
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
湯
治
客
に
対
し
て
積
極
的

に
水
産
物
も
取
り
入
れ
て
も
て
な
し
て
い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
元
禄
年
間
で
は
、
灘
の
名
産
と
し
て
六
甲
山
地
の
急
流
の

水
車
小
屋
で
作
る
そ
う
め
ん
が
あ
り
ま
す
し
、
須
磨
へ
や
っ
て
く

る
人
に
、
敦
盛
そ
ば
を
食
べ
て
も
ら
っ
た
り
、
磯
馴
味
噌
（
そ
な

れ
み
そ
）
と
い
う
お
味
噌
を
名
物
に
し
て
売
っ
て
い
た
と
い
う
資

料
も
残
っ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
ま
で
は
、
日
本
的
な
食
品
ば
か

り
だ
っ
た
の
で
す
が
、
明
治
に
入
り
神
戸
港
が
開
港
さ
れ
る
と
居

留
地
に
や
っ
て
く
る
欧
米
人
に
影
響
を
受
け
、
今
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ

ー
ド
か
ら
鯉
川
筋
ま
で
北
は
西
国
街
道
か
ら
海
岸
通
り
ま
で
に
別

世
界
が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
す
。
住
居
を
は
じ
め
、
服
装
や
食

乎
も
洋
風
化
し
、
そ
ん
な
う
わ
さ
を
聞
き
つ
け
た
人
が
集
ま
り
、

色
々
な
食
べ
物
を
神
戸
に
持
ち
運
ん
で
く
る
の
で
す
。
消
国
か
ら

や
っ
て
き
た
中
国
人
は
、
日
本
と
条
約
を
結
ん
で
い
な
か
っ
た
た

日
常
と
非
日
常
を
合
わ
せ
も
つ

食
の
特
色
作
り
を
考
え
よ
う

め
居
留
地
に
入
る
こ
と
が
で
き
ず
、
西
側
に
南
京
町
を
作
り
中
国

料
理
を
持
ち
運
ん
で
き
ま
し
た
。
大
正
時
代
に
入
る
と
、
ロ
シ
ア

革
命
が
お
こ
り
保
守
派
の
ロ
シ
ア
人
が
日
本
に
逃
げ
て
く
る
の
で

す
が
、
ア
メ
リ
カ
あ
た
り
に
亡
命
し
よ
う
と
船
待
ち
を
し
て
い
る

あ
い
だ
に
神
戸
に
住
み
着
い
て
し
ま
い
、
東
欧
の
料
理
も
入
っ
て

き
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
神
戸
の
食
文
化
に
つ
い
て
歴
史
的
に
見
た

場
合
、
悪
く
言
う
と
寄
せ
集
め
、
良
く
言
う
と
寄
り
集
ま
っ
た
コ

ス
モ
ポ
リ
ス
の
よ
う
な
独
自
の
食
文
化
が
作
り
上
げ
ら
れ
た
経
緯

が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

昔
、
神
戸
は
、
住
む
と
こ
ろ
と
し
て
人
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、

今
や
若
い
人
が
遊
ぶ
街
に
変
わ
っ
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
住
む
と
い
う
事
は
日
常
的
な
生
活
、
遊
ぶ
と
い
う
事
は
非
日

常
的
な
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
地
震
が
お
こ
ら
な
け
れ
ば
、
神
戸

は
そ
の
両
面
の
特
徴
を
持
つ
土
地
に
な
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
今
後
復
興
し
て
い
く
う
え
で
も
こ
の
二
つ
の
面
は
大

切
に
す
る
べ
き
で
す
。
食
に
関
し
て
言
え
ば
、
非
日
常
的
と
は
、

高
く
て
も
よ
い
か
ら
ど
う
し
て
も
食
べ
た
い
特
別
な
食
べ
物
を
つ

く
る
、
日
常
的
に
は
、
料
金
が
高
す
ぎ
な
い
一
般
的
な
料
金
設
定

に
す
る
、
な
ど
。
神
戸
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
や
ロ
シ
ア
の
レ
ス
ト
ラ

ン
な
ど
も
あ
り
ま
す
が
、
一
般
的
な
洋
食
屋
も
多
い
。
中
華
料
理

も
、
北
京
や
上
海
な
ど
を
う
た
う
店
が
あ
る
一
方
で
、
大
衆
中
華

を
全
面
に
出
し
た
店
も
あ
る
。
神
戸
は
ど
ち
ら
の
面
も
似
合
う
街

で
あ
る
こ
と
を
根
底
に
、
日
常
的
な
生
活
と
非
日
常
的
な
生
活
が

満
足
で
き
る
二
つ
の
面
で
食
産
業
が
進
ん
で
行
く
こ
と
を
願
い
ま

す
。回

前
述
の
江
戸
時
代
の
兵
庫
の
生
け
賛
で
も
、
旅
人
が
魚
を
見
て

い
る
図
が
名
所
図
会
に
戦
っ
て
い
ま
す
し
、
《
震
災
前
、
す
で
に
灘

の
酒
蔵
地
帯
で
は
、
歴
史
的
な
酒
造
り
の
道
具
や
蔵
を
公
開
し
、

そ
れ
と
今
の
醸
造
工
場
を
組
み
合
わ
せ
た
観
光
コ
ー
ス
が
好
評
で

し
た
。
同
様
の
工
夫
を
他
の
食
の
分
野
に
も
広
げ
て
、
新
し
い
街

作
り
を
進
め
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

田辺員人さん
( 園田学園女子大学短大部助糊受）
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、
私
の
実
家
は
京
都
で
料
理
屋
を
営
ん
で
お
り
、
私
自
身
も
長
年

京
都
に
住
ん
で
い
て
感
じ
て
い
ま
し
た
こ
と
は
、
京
都
は
資
源
に

恵
ま
れ
な
い
土
地
だ
と
。
で
す
か
ら
京
料
理
の
ル
ー
ツ
は
乏
し
い

食
材
を
手
間
ひ
ま
か
け
て
、
味
に
う
る
さ
い
公
家
や
旦
那
家
に
供

し
た
「
料
理
職
人
の
加
工
技
術
」
ぬ
き
に
は
語
れ
な
い
の
で
す
。

一
方
大
阪
は
、
「
食
い
倒
れ
」
と
言
わ
れ
、
う
ま
か
ろ
う
、
安
か

ろ
う
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
で
食
に
対
す
る
貧
欲
さ
が
見
ら
れ
ま

す
。
で
は
神
戸
は
ど
う
か
。
欧
米
文
化
と
の
接
触
が
多
い
土
地
柄

で
あ
っ
た
た
め
に
、
神
戸
の
人
達
は
、
海
の
向
こ
う
に
眼
を
向
け

て
大
阪
や
京
都
が
苦
手
と
す
る
コ
ン
セ
プ
ト
、
つ
ま
り
『
ハ
イ
カ

ラ
食
文
化
』
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
、
味
の
独
自
性
を
確
立
し
て
き
ま

し
た
。
伝
統
や
先
代
の
歴
史
と
い
う
足
棚
が
な
か
っ
た
た
め
に
、

神
戸
の
食
産
業
は
開
港
以
来
ユ
ニ
ー
ク
な
冒
険
が
で
き
た
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

卑
近
な
例
が
「
ラ
ム
ネ
」
。
布
引
に
湧
く
炭
酸
水
を
「
布
引
サ

イ
ダ
ー
」
と
呼
ん
で
い
た
そ
う
で
す
が
、
も
と
も
と
は
「
レ
モ
ネ

ー
ド
」
が
「
ラ
ム
ネ
」
に
転
訓
し
た
わ
け
で
す
。
「
レ
モ
ネ
ー
ド
」

神
戸
の
景
観
に
似
合
う

店
・
商
品
開
発
を

中村友一さん
( 御影貿易弼涙侭代表取締役社長）

６９

と
い
う
「
ハ
イ
カ
ラ
食
文
化
の
産
物
』
を
「
ラ
ム
、
不
」
と
い
う
日

本
的
な
飲
み
物
に
ブ
レ
ン
ド
し
て
売
り
出
し
た
。
ま
さ
に
神
戸
人

の
知
恵
で
し
ょ
う
。

外
来
文
化
を
旺
盛
に
吸
収
し
、
消
化
し
て
神
戸
の
風
土
に
同
化

さ
せ
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
神
戸
の
食
文
化
と
は
、

単
な
る
洋
風
文
化
の
模
倣
の
み
に
終
わ
ら
ず
、
そ
れ
を
神
戸
ナ
イ

ズ
し
た
味
と
し
て
定
着
さ
せ
て
き
た
こ
と
に
意
味
が
あ
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
異
国
の
味
が
輸
入
さ
れ
、
そ
の
土
地
の
風
土
に
マ
ッ

チ
す
る
よ
う
改
良
さ
れ
る
と
、
本
場
の
味
と
ひ
と
味
違
う
魅
力
を

増
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
パ
リ
の
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
に
力
う

ち
や
み
せ

ェ
が
似
合
う
よ
う
に
、
京
都
の
嵯
峨
野
に
茶
店
が
似
合
う
よ
う
に
、

神
戸
は
港
町
と
六
甲
山
の
素
晴
ら
し
い
背
景
の
中
で
ど
ん
な
店
が

似
合
う
の
か
…
そ
の
よ
う
な
場
所
を
見
い
だ
し
、
神
戸
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
味
が
ど
の
よ
う
に
開
発
さ
れ
て
い
く
の
か
。
そ
れ
が
神
戸
の

食
文
化
に
対
す
る
今
後
の
宿
題
と
な
る
で
し
ょ
う
。

皿
一
時
期
、
大
き
い
こ
と
は
い
い
こ
と
だ
と
何
で
も
大
規
模
化
す

る
こ
と
が
流
行
し
ま
し
た
が
、
最
近
は
「
デ
・
マ
シ
フ
ィ
ヶ
ー
シ

ョ
ン
ｅ
の
‐
日
閉
の
蔵
。
昌
呂
）
』
つ
ま
り
、
ダ
ウ
ン
・
サ
イ
ズ
す
る

こ
と
に
よ
る
モ
ノ
の
密
度
や
撤
密
さ
を
求
め
る
傾
向
に
あ
る
よ
う

で
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
「
工
房
」
は
、
大
工
場
で
は
な
く
、
小

さ
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
規
模
で
モ
ノ
を
作
る
こ
と
で
あ
り
、
作
る

側
の
生
命
が
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
例
え
ば
音
楽

で
も
、
学
生
が
正
し
く
音
符
通
り
に
弾
く
の
を
聞
い
て
も
面
白
く

な
い
で
し
ょ
う
。
プ
ロ
の
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
が
奏
で
る
音
は
、
少

し
間
違
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
も
、
実
は
そ
の
人
の

ノ
リ
や
ア
ド
リ
ブ
が
曲
を
生
か
し
て
い
る
こ
と
が
多
い
も
の
で

す
。
大
工
場
で
規
格
通
り
に
作
ら
れ
た
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
な
商
品

よ
り
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
作
ら
れ
た
職
人
の
生
命
と
心
の
通

っ
た
商
品
の
方
が
人
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
工
房

文
化
都
市
案
は
、
神
戸
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
成
り

う
る
で
し
ょ
う
。
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－
グ
ー
が
適
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
レ
ス
ト

ラ
ン
の
料
理
、
こ
れ
は
レ
デ
ィ
ー
・
メ
イ
ド
の
大
量
生
産
で
い
い

わ
け
で
す
。
食
に
お
け
る
イ
ー
ジ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
と
は
、
コ
ス
ト

を
下
げ
る
た
め
に
基
本
に
な
る
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
、
そ
の
な
か

で
あ
る
程
度
好
き
な
料
理
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
た
り
、
少
々
お
金

を
か
け
れ
ば
、
ト
リ
ュ
フ
、
フ
ォ
ア
グ
ラ
、
キ
ャ
ビ
ア
が
食
べ
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
食
の
イ
ー
ジ
ー
・
オ
ー
ダ

ー
に
よ
っ
て
、
あ
ま
り
お
金
を
か
け
ず
に
、
神
戸
に
食
文
化
が
育

つ
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
日
頃
お
店
で
は
テ
ー
ブ
ル
・
ク
ロ
ス
は
か
け
て
い
な
い
け

れ
ど
も
、
「
今
日
こ
の
お
客
様
に
は
幸
せ
な
こ
と
が
あ
っ
た
よ
う

だ
。
テ
ー
ブ
ル
に
ク
ロ
ス
を
か
け
て
あ
げ
よ
う
」
な
ど
と
い
う
ホ

ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
に
は
あ
ま
り
コ
ス
ト
は
か
か
り
ま
せ
ん
。
神
戸
で

は
外
来
文
化
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
お
い
し
い
も
の
を
作
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
け
れ
ど
も
、
お
客
に
対
す
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
は

ま
だ
充
分
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
た
と
え
経

営
者
が
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
い
て
も
、
第
一
線
の
サ
ー
ビ

ス
マ
ン
が
持
た
な
け
れ
ば
結
果
と
し
て
は
同
じ
だ
し
、
ま
た
お
客

も
本
当
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
理
解
し
て
い
な
い
の
で
、
あ
ま
り

そ
れ
を
期
待
し
な
い
。
こ
れ
ら
の
点
を
改
善
し
て
い
け
ば
も
っ
と

神
戸
の
食
文
化
が
発
展
し
て
い
く
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

回
人
間
は
何
か
一
つ
の
も
の
を
与
え
ら
れ
る
と
原
材
料
は
何
で
あ

る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
た
の
か
と
色
々
興
味
を
持
ち
ま
す
。

店
で
食
べ
た
も
の
を
真
似
し
て
作
り
た
い
と
思
う
人
も
い
る
で
し

ょ
う
し
、
そ
こ
が
料
理
工
房
に
な
っ
て
い
て
、
調
理
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
を
す
ぐ
近
く
で
見
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
の
料
理
に
非

常
に
興
味
が
わ
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
た
く
さ
ん
の
人
が
神
戸
に

来
る
き
っ
か
け
に
も
な
る
で
し
ょ
う
し
、
ま
た
料
理
の
道
で
何
か

し
よ
う
と
す
る
意
気
込
み
の
あ
る
若
い
人
た
ち
に
と
っ
て
も
有
効

な
こ
と
で
し
ょ
う
。

、
神
戸
は
、
あ
ま
り
に
も
食
材
に
恵
ま
れ
過
ぎ
て
い
る
の
で
、
食

文
化
は
育
た
な
い
の
で
な
い
か
と
懸
念
し
て
い
ま
す
。
「
恵
ま
れ

た
食
材
を
い
か
に
そ
の
ま
ま
食
べ
る
か
」
で
は
食
文
化
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
神
戸
に
は
食
文
化
の
わ
か
る
職
人
が
育
た
な
い

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
「
あ
そ
こ
の
め
し
は
う
ま
い
が
料
金

が
高
い
か
ら
な
」
と
い
う
価
値
観
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
文
化
と
は
、
あ
る
程
度
お
金
が
か
か
る
も
の
で
す
。
食

文
明
で
は
な
く
、
食
文
化
を
育
て
る
た
め
に
は
、
料
理
人
や
職
人

を
し
ご
け
る
お
客
が
増
え
、
客
同
士
あ
る
い
は
客
と
料
理
人
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
も
っ
と
活
発
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

わ
れ
ま
す
。

神
戸
に
は
国
内
外
の
外
来
文
化
を
受
け
入
れ
る
下
地
が
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
受
け
入
れ
た
も
の
を
大
量
生
産
す
る
だ
け
で
は

文
化
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
文
化
の
世
界
に

は
、
大
量
生
産
の
レ
デ
ィ
ー
・
メ
イ
ド
と
受
注
少
量
生
産
の
オ
ー

ダ
ー
・
メ
イ
ド
の
他
に
、
そ
の
中
間
の
イ
ー
ジ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
が

あ
り
ま
す
。
神
戸
の
食
文
化
を
育
て
る
道
は
こ
の
イ
ー
ジ
ー
・
オ

食
の
イ
ー
ジ
ー
・
オ
ー
ダ
ー
シ
ス

テ
ム
で
文
化
を
育
て
る

塩原一正さん
( 日本ソムリエスクール校長）
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精
巧
な
か
つ
ら
の
よ
う
に
本
物
の
顔
と
見
分
け
が
つ
か
な
い
精

巧
な
マ
ス
ク
が
普
及
す
れ
ば
い
い
の
に
と
田
中
氏
は
思
っ
た
。
そ

う
な
れ
ば
、
流
行
の
顔
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
て
、
そ
の
日
の
気

分
で
自
分
の
好
み
に
合
っ
た
顔
面
で
出
か
け
ら
れ
る
。
寝
る
時
に

だ
け
取
り
外
す
タ
イ
プ
と
か
、
二
十
四
時
間
着
用
Ｏ
Ｋ
の
タ
イ
プ

と
か
。
そ
ん
な
風
に
な
れ
ば
、
顔
の
美
醜
な
ん
て
問
題
じ
ゃ
な
く

な
る
だ
ろ
う
。
だ
っ
て
、
マ
ス
ク
さ
え
被
れ
ば
、
み
ん
な
い
つ
だ

っ
て
自
分
好
み
の
美
し
い
顔
に
な
れ
る
の
だ
か
ら
。
そ
れ
は
、
美

し
い
顔
に
生
ま
れ
つ
い
た
人
間
だ
け
の
特
権
で
は
な
く
な
る
の
だ

か
ら
。
そ
う
な
る
と
、
か
え
っ
て
マ
ス
ク
に
は
な
い
よ
う
な
個
性

的
な
顔
が
珍
重
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

な
ん
と
な
く
気
分
は
憂
鯵
だ
っ
た
が
、
田
中
氏
は
薄
く
な
り
か

け
の
髪
の
毛
の
形
を
整
え
る
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。

「
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
で
か
な
り
ご
ま
か
せ
る
ぞ
。
不
細
工
な
や
つ

だ
っ
て
ト
レ
ン
デ
ィ
ー
な
髪
型
し
て
る
と
そ
れ
な
り
に
恰
好
よ
く

見
え
る
も
ん
な
ん
だ
。
今
の
若
い
や
つ
ら
が
恰
好
よ
く
見
え
る
の

も
そ
の
せ
い
さ
・
女
の
子
だ
っ
て
そ
う
さ
。
シ
ョ
ー
ト
ヘ
ア
だ
と

と
ん
で
も
な
い
の
が
、
ロ
ン
グ
ヘ
ア
に
す
れ
ば
そ
れ
な
り
に
見
え

る
だ
る
・
だ
か
ら
、
お
ま
え
の
・
・
・
・
・
・
そ
の
な
ん
て
い
う
の
か
な
、

昭
和
ス
タ
イ
ル
っ
て
い
う
の
か
、
戦
後
を
ひ
き
ず
っ
て
る
よ
う
な

ス
タ
イ
ル
、
変
え
た
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
の
」

同
僚
の
鈴
木
は
そ
ん
な
ア
ド
バ
イ
ス
と
と
も
に
、
彼
所
有
の
ヘ

ア
ス
タ
イ
ル
ブ
ッ
ク
の
中
か
ら
秀
れ
も
の
を
一
冊
貸
し
て
く
れ
た
。

回
一

２
ヴ

第
一
ア

理
夫 ８

１
９
１

「
ア
ー
ト
で
い
け
、
ア
ー
ト
で
」
と
鈴
木
は
一
一
一
一
回
っ
た
。

「
長
髪
に
し
て
る
と
な
ん
と
な
く
芸
術
家
ぽ
く
見
え
る
だ
る
・
そ

れ
と
も
丸
坊
主
に
す
る
か
な
。
あ
る
い
は
と
こ
と
ん
変
わ
っ
た
形

も
い
い
な
。
ビ
ー
ト
ル
ズ
し
て
る
奴
と
か
頭
の
後
ろ
で
髪
の
毛
を

一
括
り
に
結
ん
で
る
奴
と
か
モ
ヒ
カ
ン
と
か
チ
ョ
ン
マ
ゲ
に
し
て

る
奴
と
か
い
ろ
い
ろ
い
る
だ
る
・
あ
れ
な
ん
か
み
ん
な
少
し
ぐ
ら

い
不
細
工
で
も
そ
の
不
細
工
さ
が
結
構
様
に
な
っ
て
る
だ
る
」

田
中
氏
は
悩
ん
だ
末
、
き
ょ
う
の
日
の
た
め
に
鈴
木
氏
の
紹
介

で
わ
ざ
わ
ざ
何
十
万
円
も
す
る
ノ
ス
タ
ル
ジ
ッ
ク
な
長
髪
か
つ
ら

を
購
入
し
て
い
た
。
本
物
の
髪
の
毛
が
伸
び
る
の
を
待
つ
に
は
時

間
が
な
さ
す
ぎ
た
し
、
間
に
合
っ
た
と
し
て
も
ヒ
ッ
ピ
ー
ま
が
い

の
長
髪
で
職
場
に
出
か
け
て
い
く
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
ん
な

こ
と
を
す
れ
ば
、
す
ぐ
に
サ
ョ
ナ
ラ
を
言
い
渡
さ
れ
、
公
園
で
自

由
な
時
間
を
た
っ
ぷ
り
と
味
わ
う
身
に
な
っ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。

田
中
氏
は
髪
の
毛
を
整
え
た
後
、
そ
の
上
に
高
価
な
か
つ
ら
を
ゆ

っ
く
り
と
時
間
を
か
け
て
装
着
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
後
ろ
の
髪
を

ひ
と
つ
か
み
す
る
と
、
別
注
の
黒
い
ゴ
ム
で
結
ん
だ
。
そ
の
瞬
間
、

鏡
の
中
の
彼
は
変
身
し
た
。

「
グ
レ
イ
ト
！
」

田
中
氏
は
思
わ
ず
叫
ん
だ
。
心
の
中
に
澱
ん
で
い
た
つ
ま
ら
な

い
買
い
物
を
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
な
、
と
い
う
後
悔
の
思
い
は
木

っ
端
み
じ
ん
に
吹
き
飛
ん
だ
。
か
つ
ら
を
か
ぶ
っ
た
瞬
間
、
昆
虫

が
脱
皮
す
る
よ
う
に
田
中
氏
は
う
だ
つ
の
上
が
ら
な
い
経
理
マ
ン

の
殻
か
ら
抜
け
出
し
た
。
少
な
く
と
も
そ
う
彼
に
は
見
え
た
。
鏡達
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｡

の
中
の
田
中
氏
は
別
人
の
よ
う
に
生
気
に
満
ち
て
い
た
。
彼
は
鏡

に
向
か
っ
て
に
ん
ま
り
と
ほ
く
そ
笑
む
と
、
「
や
あ
ど
う
も
、
私

が
田
中
孝
介
で
す
」
と
、
力
強
く
語
り
か
け
た
。
そ
れ
か
ら
す
ぐ

に
「
俺
は
田
中
孝
介
だ
！
」
と
、
荒
々
し
く
言
い
直
し
た
。
そ
の

声
は
自
分
で
も
驚
く
ほ
ど
迫
力
に
満
ち
て
い
た
。
次
に
、
こ
れ
も

鈴
木
氏
の
指
示
ど
お
り
、
レ
イ
バ
ン
の
黒
い
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
、

鏡
に
向
か
っ
て
は
す
か
い
に
笑
っ
た
。

「
グ
レ
イ
ト
！
」

田
中
氏
は
も
う
一
度
叫
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
口
笛
で
ブ
ル
ー
ス

を
吹
こ
う
と
試
み
た
が
、
唾
が
鏡
面
に
飛
び
散
っ
た
だ
け
で
、
こ

れ
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

ま
あ
、
そ
の
う
ち
う
ま
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
彼
は
楽
観
的
に
考

え
た
。
こ
れ
か
ら
は
こ
の
ウ
イ
ッ
グ
を
被
っ
て
、
憧
れ
て
い
た
ド

連
ブ

載 説小

ルー
－一

フ ン

光

ラ
ム
ス
や
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
に
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
よ
う
。
ジ
ャ

ズ
っ
て
恰
好
い
い
も
の
。
そ
れ
に
、
レ
ゲ
エ
に
サ
ー
フ
ィ
ン
や
ス

キ
ュ
ー
バ
ダ
イ
ビ
ン
グ
も
。

田
中
氏
は
こ
の
日
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
も
、
鈴
木
氏
か

ら
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
て
い
た
。
で
き
る
だ
け
、
ラ
フ
で
自
由
な

雰
囲
気
に
す
る
こ
と
。
彼
は
そ
の
教
え
に
完
壁
に
従
っ
た
。
も
う

少
し
背
が
高
く
て
、
腹
が
へ
っ
こ
ん
で
い
て
、
肩
幅
が
広
く
て
、

足
が
長
け
れ
ば
、
こ
の
ジ
ー
ン
ズ
も
デ
ニ
ム
の
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
も
も

っ
と
様
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
け
れ
ど
・
・
・
…
し
か
し
、
ま
あ
そ
ん

な
に
悪
く
は
な
い
、
と
田
中
氏
は
思
っ
た
。

と
く
に
、
特
注
の
ハ
イ
ヒ
ー
ル
の
ブ
ー
ツ
を
履
い
た
感
じ
は
最

高
だ
っ
た
。
た
だ
で
さ
え
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
の
に
靴
の
中
に
も
仕
掛

け
が
し
て
あ
っ
て
、
そ
の
靴
を
履
く
と
背
が
さ
ら
に
十
セ
ン
チ
高

’
的
Ｉ

木
絵

村

森 葎
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く
見
え
る
っ
て
い
う
や
つ
。
そ
の
ぶ
ん
、
視
線
も
十
セ
ン
チ
高
く

な
り
、
十
セ
ン
チ
高
い
世
界
か
ら
世
間
を
見
下
す
こ
と
が
で
き
た
。

チ
ビ
の
田
中
氏
に
と
っ
て
、
か
つ
ら
と
同
様
こ
の
靴
は
ま
っ
た
く

革
命
そ
の
も
の
だ
っ
た
。
ま
さ
に
田
中
氏
の
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
だ
っ
た
。

☆

か
つ
ら
と
サ
ン
グ
ラ
ス
と
特
殊
靴
と
自
由
な
服
装
で
武
装
し
た

田
中
氏
は
、
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
の
第
九
を
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
ア
パ

ー
ト
の
廊
下
を
ス
キ
ッ
プ
を
踏
ん
で
進
ん
だ
。
そ
の
た
め
に
、
薄

暗
が
り
を
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
き
た
女
性
と
、
危
う
く
ぶ
つ
か
り

そ
う
に
な
っ
た
。
昨
日
ま
で
の
田
中
氏
な
ら
す
ぐ
に
「
す
み
ま
せ

ん
」
と
口
に
出
し
、
深
く
こ
う
べ
を
垂
れ
て
い
た
だ
ろ
う
け
れ
ど
、

そ
の
日
の
彼
は
違
っ
た
。
「
馬
鹿
野
郎
Ｉ
ぼ
や
ぼ
や
す
る
な
！
」

と
、
大
声
で
怒
鳴
っ
た
。
そ
の
声
に
気
圧
さ
れ
る
よ
う
に
、
相
手

の
女
性
が
脅
え
た
声
で
「
す
み
ま
せ
ん
」
と
小
さ
く
言
っ
た
。
そ

の
時
、
田
中
氏
は
そ
れ
が
隣
室
の
大
滝
女
史
だ
と
気
づ
い
た
。
田

中
氏
に
と
っ
て
、
こ
の
女
性
は
天
敵
だ
っ
た
。
ハ
ン
デ
ィ
カ
ラ
オ

ケ
で
サ
ザ
ン
オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ
の
歌
を
練
習
し
て
い
る
と
、
「
う

る
さ
い
！
」
と
怒
鳴
り
こ
ん
で
来
ら
れ
た
り
、
飲
ん
で
夜
遅
く
帰

宅
し
た
田
中
氏
が
鍵
を
あ
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
「
静
か
に
し

て
よ
。
今
何
時
だ
と
思
っ
て
る
の
！
」
と
、
ド
ア
の
と
こ
ろ
か
ら

首
を
出
し
て
叫
ば
れ
た
り
、
「
あ
な
た
の
部
屋
が
不
潔
す
ぎ
る
か

ら
あ
た
し
の
部
屋
に
ま
で
ゴ
キ
ブ
リ
が
わ
く
の
よ
」
と
因
縁
を
つ

け
ら
れ
た
り
、
と
に
か
く
こ
と
あ
る
ご
と
に
田
中
氏
は
こ
の
女
性

に
責
め
た
て
ら
れ
て
い
た
。
し
か
も
、
彼
女
は
田
中
氏
に
と
っ
て

は
最
も
苦
手
な
イ
ン
テ
リ
階
層
に
属
し
て
い
た
。
商
業
高
校
卒
の

田
中
氏
は
イ
ン
テ
リ
に
常
々
嫌
悪
感
と
劣
等
感
、
そ
れ
に
そ
の
裏

１
１００

１
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大
滝
女
史
は
た
だ
も
の

っ
た
。
も
し
か
し
た
ら

ス
の
狐
、
そ
う
考
え
て

抱
い
て
い
た
。
そ
ん
な

き
た
ん
だ
。
そ
う
思
う

怒
鳴
り
つ
け
る
ど
こ
ろ

っ
て
で
き
る
と
、
田
中

う
た
び
に
、
う
だ
つ
の

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

れ
長
の
目
、
そ
の
氷
の

返
し
と
も
い
え
る
憧
れ
の
感
情
を
持
っ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
ん
な

田
中
氏
に
と
っ
て
、
パ
リ
か
ら
の
留
学
帰
り
で
、
フ
ラ
ン
ス
語
の

翻
訳
を
や
り
な
が
ら
女
子
大
の
講
師
も
務
め
て
い
る
と
い
う
大
滝

女
史
の
存
在
は
、
十
分
圧
倒
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

そ
れ
に
、
大
滝
女
史
の
留
学
し
て
い
た
と
い
う
フ
ラ
ン
ス
は
、

田
中
氏
の
憧
れ
の
土
地
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
聞
い
た
だ
け

で
田
中
氏
は
わ
く
わ
く
し
た
。
自
分
が
フ
ラ
ン
ス
人
だ
っ
た
ら
ど

ん
な
に
よ
か
っ
た
だ
ろ
う
、
と
い
つ
も
田
中
氏
は
思
っ
て
い
た
。

彼
の
部
屋
は
フ
ラ
ン
ス
映
画
の
ビ
デ
オ
や
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た

フ
ラ
ン
ス
の
小
説
や
雑
誌
、
そ
れ
に
習
得
途
上
で
挫
折
し
た
フ
ラ

ン
ス
語
の
教
材
テ
ー
プ
で
埋
ま
っ
て
い
た
。
い
つ
の
日
か
、
フ
ラ

ン
ス
に
行
っ
て
、
本
場
の
カ
フ
ェ
に
入
り
、
本
物
の
フ
ラ
ン
ス
人

と
話
が
で
き
た
ら
ど
ん
な
に
幸
せ
だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
て
い

た
。
し
か
し
、
自
分
の
醜
さ
を
考
え
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
に
憧
れ
て

い
る
と
口
に
出
し
て
は
言
え
な
か
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
と
自
分
は
対

極
に
あ
る
、
と
田
中
氏
は
自
虐
的
に
考
え
て
い
た
。
フ
ラ
ン
ス
に

憧
れ
て
い
ま
す
、
フ
ラ
ン
ス
・
フ
リ
ー
ク
、
フ
ラ
ン
ス
が
趣
味
な

ん
で
す
、
な
ん
て
こ
と
を
言
う
と
笑
い
者
に
な
る
の
が
お
ち
だ
と

も
。
結
局
、
フ
ラ
ン
ス
へ
の
憧
れ
は
憧
れ
に
終
わ
る
だ
ろ
う
、
夢

の
ま
た
夢
に
終
わ
る
だ
ろ
う
と
も
考
え
て
い
た
。

フ
ラ
ン
ス
狂
い
の
田
中
氏
に
と
っ
て
、
１
０
０
パ
ー
セ
ン
ト
日

本
人
の
く
せ
し
て
フ
ラ
ン
ス
の
言
の
葉
を
自
由
自
在
に
あ
や
つ
る

大
滝
女
史
は
た
だ
も
の
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
普
通
の
人
間
じ
ゃ
な
か

っ
た
。
も
し
か
し
た
ら
狐
つ
き
か
も
し
れ
な
い
、
そ
れ
も
フ
ラ
ン

ス
の
狐
、
そ
う
考
え
て
、
田
中
氏
は
大
滝
女
史
に
畏
怖
の
念
さ
え

抱
い
て
い
た
。
そ
ん
な
女
性
を
、
今
、
怒
鳴
り
つ
け
る
こ
と
が
で

き
た
ん
だ
。
そ
う
思
う
と
、
田
中
氏
は
感
激
で
胸
が
熱
く
な
っ
た
。

怒
鳴
り
つ
け
る
ど
こ
ろ
か
、
今
な
ら
彼
女
を
レ
イ
プ
す
る
こ
と
だ

っ
て
で
き
る
と
、
田
中
氏
は
思
っ
た
。
今
ま
で
、
大
滝
女
史
に
会

う
た
び
に
、
う
だ
つ
の
あ
が
ら
ぬ
男
と
し
て
侮
蔑
さ
れ
潮
弄
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
感
じ
て
き
た
の
だ
。
縁
な
し
眼
鏡
の
奥
に
潜
む
切

れ
長
の
目
、
そ
の
氷
の
よ
う
に
冷
や
や
か
な
瞳
が
そ
の
こ
と
を
語

っ
て
い
た
。
「
あ
な
た
は
な
ん
て
頭
が
悪
い
の
。
ほ
ん
と
、
信
じ

ら
れ
な
い
わ
。
そ
れ
に
、
下
品
で
、
デ
リ
カ
シ
ー
が
な
く
て
、
鈍

感
で
。
あ
な
た
み
た
い
な
人
が
こ
の
世
に
存
在
す
る
な
ん
て
、
ほ

ん
と
我
慢
で
き
な
い
わ
」
っ
て
。

そ
ん
な
男
に
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
、
大
滝
女
史
は

少
し
も
気
づ
い
て
は
い
な
か
っ
た
。
た
ぶ
ん
ア
パ
ー
ト
の
廊
ド
が

薄
暗
か
っ
た
し
、
田
中
氏
の
変
身
が
功
を
奏
し
て
い
た
せ
い
だ
ろ

う
。
も
っ
と
も
、
変
身
し
て
い
る
の
は
、
田
中
氏
だ
け
で
は
な
か

っ
た
。
大
滝
女
史
も
、
そ
の
日
は
い
つ
も
と
違
っ
て
い
た
。
い
つ

も
の
喪
服
じ
み
た
地
味
で
お
と
な
し
く
陰
気
な
服
装
と
は
異
な

り
、
体
に
ぴ
っ
た
り
と
は
り
つ
き
体
の
線
が
く
っ
き
り
と
浮
き
出

て
見
え
る
薄
い
グ
リ
ー
ン
の
ワ
ン
ピ
ー
ス
に
身
を
包
ん
で
い
た
。

田
中
氏
は
サ
ン
グ
ラ
ス
ご
し
に
、
大
滝
女
史
の
姿
を
営
め
る
よ
う

に
見
つ
め
た
。

な
ん
て
イ
イ
体
を
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
ス
タ
イ
ル
の
良
さ
は

普
段
の
姿
か
ら
も
想
像
は
つ
い
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
素
晴
ら

し
い
と
は
。

田
中
氏
は
彼
女
を
全
裸
に
し
た
時
の
光
景
を
頭
の
中
に
思
い
浮

か
べ
て
思
わ
ず
唾
を
飲
み
込
ん
だ
。

縁
な
し
眼
鏡
を
か
け
た
彫
の
深
い
端
正
な
顔
に
は
、
い
つ
も
と

違
っ
て
き
ち
ん
と
化
粧
も
施
し
て
い
た
。
く
っ
き
り
と
し
た
目
鼻

立
ち
の
大
滝
女
史
の
顔
を
、
化
粧
が
一
層
美
し
く
際
立
た
せ
て
い

た
。
こ
ん
な
に
美
し
い
人
だ
っ
た
な
ん
て
・
・
…
・
田
中
氏
は
呆
然

と
し
て
し
ば
ら
く
そ
の
美
し
さ
に
見
と
れ
た
。

大
滝
女
史
は
「
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
、
す
み
ま
せ
ん
」

と
、
田
中
氏
に
向
か
っ
て
た
て
続
け
に
頭
を
さ
げ
る
と
、
廊
下
を

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
あ
る
方
向
へ
と
歩
い
て
い
っ
た
。
田
中
氏
は
そ

の
場
に
突
っ
立
っ
た
ま
ま
、
下
半
身
を
熱
く
し
て
大
滝
女
史
の
後

ろ
姿
を
見
送
っ
た
。
デ
ー
ト
の
約
束
な
ん
か
す
っ
ぽ
か
し
て
、
こ

の
ま
ま
彼
女
の
後
に
つ
い
て
い
き
た
い
と
、
田
中
氏
は
一
瞬
に
思

っ
た
。
〈
以
下
次
々
号
〉１
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「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
良
さ
っ
て
、
あ
る

意
味
で
え
え
か
げ
ん
な
と
こ
ろ
で
す
ね
。
Ａ

の
情
報
に
直
接
つ
な
が
ら
ん
か
つ
た
ら
、
Ｂ

や
Ｃ
を
経
由
し
て
Ａ
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で

き
る
で
し
よ
」

あ
る
一
点
に
到
達
す
る
道
は
ひ
と
つ
で
は

な
く
、
回
り
道
も
用
意
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ

タ
ル
は
合
理
的
だ
と
い
わ
れ
る
が
、
柔
軟
な

側
面
も
併
せ
持
っ
て
い
る
の
だ
。

神
戸
市
広
報
課
職
員
松
崎
太
亮
さ
ん

、／

、

あ
の
日
も
よ
く
歩
い
た
。
一
九
九
五
年
一

月
十
七
日
、
自
宅
近
く
の
山
に
登
る
と
、
神

戸
の
東
側
は
真
っ
暗
だ
っ
た
。
須
磨
か
ら
自

娠
車
で
、
板
宿
や
鷹
取
を
経
て
神
戸
市
役
所

の
震
災
対
策
本
部
へ
。
そ
の
間
、
メ
モ
を
す

る
代
わ
り
に
各
地
の
状
況
を
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

に
収
め
た
。

次
の
日
に
は
、
そ
の
映
像
を
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
世
界
に
発
信
。
火
災
地
域
を
示
す
地

図
を
お
そ
ら
く
最
初
に
流
し
た
メ
デ
ィ
ア
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
そ
の
情
報
は
、
松
崎
さ
ん

松
崎
さ
ん
は
よ
く
歩
く
。
こ
の
日
も
白
宅

か
ら
待
ち
合
わ
せ
場
所
ま
で
、
四
十
分
か
け

て
歩
い
て
き
た
。

「
時
間
は
か
か
る
け
ど
、
ふ
だ
ん
考
え
ん

こ
と
を
考
え
ら
れ
る
で
し
よ
。
こ
の
店
う
ま

そ
う
や
な
と
か
、
あ
の
女
の
人
き
れ
い
な
あ

と
か
、
く
だ
ら
ん
こ
と
で
す
け
ど
」

学
生
時
代
は
、
イ
ン
ド
や
中
国
、
東
南
ア

ジ
ア
を
歩
い
た
。

「
国
に
よ
っ
て
時
間
の
流
れ
る
早
さ
が
違

っ
て
、
イ
ン
ド
な
ん
か
は
ゆ
っ
た
り
し
て
ま

し
た
ね
。
歩
く
と
い
う
の
は
、
せ
か
せ
か
し

た
日
本
の
時
間
の
流
れ
を
変
え
て
み
る
と
い

う
こ
と
で
も
あ
る
ん
で
す
」

☆
歩
い
て
歩
い
て

☆
助
け
に
来
る
人
の
指
標
に
な
れ
ば

その２

そ
ん
な
縦
横
無
尽
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
世

界
は
、
チ
ベ
ッ
ト
で
見
た
星
茶
羅
の
図
に
似

て
い
る
と
語
る
。

「
歩
い
て
人
に
出
会
う
こ
と
も
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
ア
ク
セ
ス
す
る
こ
と
も
、
同
じ
人

間
の
営
み
な
ん
で
す
よ
」

将
来
は
、
戦
災
な
ど
で
負
傷
し
た
世
界
の

こ
ど
も
た
ち
を
励
ま
す
活
動
を
し
た
い
と
い
う
。

（
本
誌
・
矢
ジ
マ
ジ
ュ
ン
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
マ
ン
ダ
ラ
だ
！

被
災
地
の
映
像
を
世
界
に
発
信

ノ
1０２

が
自
分
で
歩
い
て
得
た
も
の
だ
。

「
い
ま
か
ら
思
う
と
え
え
か
げ
ん
な
地
図

や
っ
た
か
も
し
れ
へ
ん
け
ど
、
と
に
か
く
助

け
に
来
て
く
れ
る
人
の
た
め
の
指
標
と
な
れ

ば
と
思
っ
て
」

し
か
し
、
被
災
者
自
身
に
対
し
て
は
役
に

立
た
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
反
省
し

て
い
る
と
い
う
。

☆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
え
え
か
げ
ん
？

I 詫槻廿蕃王琢奉 墨

映画監督の青池憲司さん( 左) と松崎太亮さん。
カトリック旗取教会で

神戸市のホームページアドレス
http:"www､kobe･cufs･ac.』p/kobe-cib／

●まつざきたいすけ
1 9 5 9 年生まれ。1 9 8 4 年神戸市入
庁。福祉事務所、交通局、開発
局を経て、1 9 9 3 年から広報課職
員。1 9 9 5 年１月１８日、被災地の
映像をインターネットで世界に
発信。現在、サンテレビ「すて
きに！神戸」のプログラムディ
レクター。神戸市須磨区在住。
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